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研究成果の概要（和文）：オートファジーは非選択的タンパク分解機構で出生直後飢餓応答機構の一つと考えら
れている。本研究では出生直後新生児臍帯の凍結標本からのオートファジー指標蛋白（LC3-Ⅱ）評価法の確立お
よび、その臨床背景との関連を検討した。
ウエスタンブロット法を用いてヒト凍結臍帯組織からLC3-Ⅱ発現量を半定量することが可能となった。入院治療
を要した新生児において、出生直後の臍帯組織LC3-Ⅱ発現量は入院時に評価した静脈血糖、総蛋白と正相関する
傾向にあった。オートファジーがヒト新生児において栄養産生や胎内発育に関与しているかどうかについて、さ
らなる検討が望まれる。

研究成果の概要（英文）：Autophagy is thought to be a mechanism of starvation response immediately 
after birth. The aim of this study was to establish the method of evaluation for autophagy indicator
 (LC3-Ⅱ) from frozen specimens of newborn umbilical cord immediately after birth and to correlate 
them with clinical background.
With Western blotting method, It became possible to semiquantitate LC3-Ⅱ expression level from 
human frozen umbilical cord. The expression level of LC3-Ⅱ tended to positive correlate with 
neonatal blood glucose and total protein on admission. Further studies are needed on whether 
autophagy is involved in nutritional production or embryonic development in neonates.

研究分野： 新生児学
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が突然遮断され飢餓状態に陥る。出生に莫大
なエネルギーを要するにもかかわらず、ほと
んどの児は初回哺乳までの数時間を問題な
く過ごすことができる。
オートファジーは細胞内クリアランス機

構として恒常的に発現されるのみならず、出
生および直後の栄養遮断状態を乗り切るた
めのエネルギー
要な役割を果たしていると考えられている
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（BS：血糖、LC3-Ⅱ/b：LC3-Ⅱおよびβアク
チン発現量のピクセル比） 
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＜考察＞ 
肝臓特異的オートファジー（Atg7）阻害マ

ウスでは非阻害マウスに比してアミノ酸分
泌が起こらず、低血糖が遷延することが報告
されている 3)。 
本研究において LC3-Ⅱ発現半定量値と新

生児栄養指標との間に正相関の傾向を認め
たことが、ヒト新生児においてオートファジ
ーが新生児栄養指標の維持に貢献している
か、もしくは、他の別の周産期因子が関連し
ているのかは明らかにすることができてい
ない。 
今回の検討は症例数が少ないこと、各症例

の臨床背景の多様から対象の均一性が担保
できていないことが制限事項となった。また、
迅速診断としては活用困難なウエスタンブ
ロット法を用いていることから、多症例での
検討を行うためには、Real time PCR 法の導
入など、さらなる検討が望まれる。 
 本研究はヒト臍帯を用いた独創的、非侵襲
的な研究ではあったが、上記の制約事項が、
結果解釈を困難とした。飢餓とオートファジ
ーの関連を明らかにするには研究背景の均
一化や、標的臓器の選択を増やす必要があり、
培養細胞や動物実験系による基礎的研究に
拠るべきところが大きいと考えられた。 
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ホームページ等 
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